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Educational value of volunteer programs in the area affected by the 2011 East Japan 
Earthquake and Tsunami for the college students 
－ Reporting on the efforts of students in the department of education 












　　In the teacher education program of Kyoei University, we have a program to visit and 
work as volunteers in the elementary schools in the area affected by the East Japan Earth-
quake and Tsunami of March 11, 2011.
　　The primary purpose of the program is to provide long-term support to elementary 
schools in the area, while offering a meaningful experience for university students who 
seek to become elementary school teachers. This study evaluates the actual experiences of 
the Kyoei University students who participated in the volunteer program for two weeks in 
September, 2012. The evaluation involved observations by the four university instructors 
who led the volunteer program, participant questionnaires, and reflection papers by the 





























experience mainly due to the fact that they were well accepted by the children and teachers 
in the elementary schools, and that they had built closely cooperative system among them. 
Consequently, the program contributed to the wellness and their sense of fulfillment of the 
university students, and increased their motivation to become teachers.
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　2012年 9月に行った第 3回被災地支援ボランティア活動の参加学生 30名を対象とす



























































































































































































































































































































が 16人（男性 9人、女性 7人）で、2年生が 6人（男性 3人、女性 3人）であった。参
加回数は 1回が 16人で、2回、3回、4回がそれぞれ 2人ずついた。参加回数が 1回で























































































































































































































































































































 1  1道 1都 10県の人的被害の合計は、死者 15,72名、行方不明者 2777名にのぼった。
（警察庁、2012年 10月 24日現在）
 2  第 1-2回目の引率は小泉・和井田の 2名だったが、第 3回は本論文執筆の 4名が引
率した。内訳は、9月 3～ 5日が小泉・田中・和井田、9月 11日～ 13日は小林・田
中・和井田であった。
 3  共栄大学被災地支援プロジェクト「第 3回被災地ボランティア記録・感想文集」
2012，全 31ページ
 4  日本体育大学の実践については、亀山有希（2012）「日本体育大学における東日本大
震災復興支援活動の取り組みについて：宮城県における復興支援活動を事例として」
『日本体育大学紀要』41（2），pp. 179-188　に詳しい。
 5  参加する学生に対し、支援ボランティアへの積極的な姿勢と安全への配慮をうながす
内容になっている。事前学習への参加、ボランティア保険の加入、損害を与えた場合
の賠償責任などが含まれている。





 7  参加者 10名の内訳は、男子 5名・女子 5名。うち 4名は第 1回目も参加している。
 8  訪問したひまわり保育園は、住吉小学校の近くにあり、震災時の浸水により 3日間
園児を抱えて孤立した経験があった。














 12  茶屋道拓哉・筒井睦，「東日本大震災におけるボランティア活動の教育的意義」，九州
看護福祉大学紀要， 12, 2012, pp.25-37.
 13  多田内幸子・重永茂，「東日本大震災後の幼児教育学科学生のボランティア活動に対す
る意識の変化」，久留米信愛女子短期大学研究紀要，35, 2012, pp.67-81.
 14  文部科学省『生涯学習審議会答申』1992年。数字は筆者による。
 15  和田秀樹，『震災トラウマ』，KKベストセラーズ，2011, p.26, pp.127-129
 16  小林朋子・吉沅洪・陶新華，「震災による喪失体験と子どもの問題行動との関連につい
て－子どものレジリエンスの観点から－」，教育心理学研究， 53, 2011, p.567
 17  山本英輔「支援に関する責任」日本心理臨床学会監修、同支援プロジェクト委員会編
『危機への心理学－ 91のキーワードでわかる緊急事態における心理社会学的アプロー
チ』，遠見書房， 2011, pp.18-19
